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第7回子どもスキップまつりを開催しました

第60回「まとめ展」を開催しました

お問合せ 庶務課教育施策推進グループ 4566－2777

　令和5年11月5日（日）、としまセンタースクエアで、
子どもスキップ、放課後子ども教室、ジャンプでの活
動発表の場として、子どもスキップまつりを開催しま
した。よさこい、手話、ダンス、バンド演奏などの舞台
発表や、各施設の工夫を凝らした展示などで取組を
紹介し、約720名の参加がありました。
　来場者からは、「子供たちの元気いっぱいな姿に元
気をもらった」「スキップで練習したことや、学んだこ
とを発表できる場があるのは良いと思った」などの
感想が寄せられました。
　来年も子供たちの大きな成長につながる晴れ舞台
の実現が出来るよう、準備して参ります。

12月に現地審査会、2月に合同認証式を開催
　令和５年12月7日（木）に仰高小学校と池袋本町小学校の現地審査会が行われました。両校とも児童の主体的な取
組や保護者・地域との協働的な取組、課題を発見し解決しようとする高い意識と行動力を評価していただき、認証内
定をいただきました。令和6年2月13日（火）には、としま区民センター多目的ホールで2校合同の認証式を開催し、正式
に再認証を取得しました。

「インターナショナルセーフスクール（ＩＳＳ）」とは
　「インターナショナルセーフスクール」とは、「体のけが」、「心のけが」及びその原因となる事故、いじめ、暴力を予防す
ることによって、安全で健やかな学校づくりを進める国際認証です。豊島区では体と心のけがや校内外の事故が少な
い安全・安心な学校を目指して、子供、教職員、保護者、地域が一体となり、インターナショナルセーフスクール活動に
取り組み、令和3年度には区内8中学校ブロックに１校以上のISS認証取得校が誕生しました。
　令和５年３月に「インターナショナルセーフスクール認証校の取組を生かした安全・安心な学校づくりガイドライン」
を発行し、各中学校ブロックのISS認証取得校を中心に、ガイドラインを参考にしながら全小・中学校で取組を進めて
います。

インターナショナルセーフスクールの取組充実
仰高小学校、池袋本町小学校が３度目の認証を取得！

としまPゼミ学習発表会を開催しました
▲ 現地審査会（オンライン併用）の様子 ▲ 合同認証式の様子（記念撮影、児童による発表）

お問合せ 教育センター子どもサポートグループ 3590-1251

お問合せ 庶務課庶務グループ 3981-1141

お問合せ 放課後対策課児童支援グループ 3981-1058

区立小・中学校特別支援学級
（固定学級）の児童・生徒によ
るまとめ展を１月２７日、２月
１７日に開催しました。中学校
区ごとに児童・生徒が集まり、
日頃の学習成果を発表し合う
姿はとても輝いていました。

　家庭教育推進員事業では、各小学校のPTAの中から選出された保護者の
皆さんが学習活動をしています。今年度は「だれにでもできるSDGs わたしに
もできるSDGs」というテーマで9～12月に約6回の活動をしました。
　12月9日（土）、10日（日）には、4か月で学んだ成果を発表する「令和５年度
家庭教育推進員学習発表会」をファーマーズマーケットで開催しました。区の
HPや、としまTVでも広報し、当日は校長・副校長やPTA会長をはじめ、700組
ほどの方が訪れ、工夫を凝らした展示やワークショップを楽しんでいまし
た。学習発表会で各班が行った活動をご紹介します。

再認証２校の活動の特徴

　安全・安心な学校づくりの第一歩は校内の環境を整えることと考え、玄関や廊下、教室などの環境の整理
整頓に力を入れて取り組んでいます。校内環境を整えることで、落ち着いた心で生活することができていま
す。また、災害時の判断力や安全確保の行動力を培うために、登下校中などの様々な状況を想定した訓練を
継続して行っています。

　学区域には東武東上線・JR 埼京線の踏切が６か所あり、全校児童の４０％近くは東武東上線を越えたマ
ンション等から通っています。踏切を通らず、急こう配で狭い歩道橋を渡って登校してきます。また、令和5年
７月１日現在の児童数が７５３ 名と区内１の大規模校でもあり、インターナショナルセーフスクールの取組
継続により、児童の危険回避能力の育成や、地域・保護者と一体となった安全・安心な学校づくりを充実させ
ています。 

仰高小学校

池袋本町小学校

▲ 西巣鴨小　劇 ▲ 巣鴨北中　楽器演奏

家庭教育推進員事業は新たに
「としまPゼミ」の愛称で活動しています

▲詳しい内容はHPから
　ご覧ください

（上段：仰高小学校、下段：池袋本町小学校）




